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GEO Grid上での 3次元地形データモザイクサービス

On-demand DEM mosaic generation service on GEO Grid
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GEO Gridは、産業技術総合研究所を中心に開発がすすめられている地球科学全般のための e-サイエンスインフラスト
ラクチャーである。GEO Gridでは、地理的に離れ所属も異なる研究者が、Virtual Organization (VO)と呼ばれる仮想組織
を通じて、衛星/GISデータやその解析処理といったサービスを共有することができる。

すでに環境や防災のための VOがいくつか構築されており、ユーザーは地球観測衛星テラに搭載されている ASTERセ
ンサーのデータを利用することができる。ASTERは 2000年の打ち上げ以降、全球の陸域をカバーする 150 TB以上の
データを取得しており、任意の地域で 15mの分解能の 3次元地形データ (DEM)が作成できる。

一方、環境／防災といった実際の応用においては、衛星画像のシーン単位におさまらない、より広い領域でDEMを作
成することが求められる。GEO Gridでは、グリッド技術によって、大規模な衛星データのアーカイブやオンデマンド処
理を可能にしている。その実例のひとつとして、VOにおける ASTER DEMのモザイク作成サービスの概要、およびそ
の精度評価や環境／防災への応用について紹介する。


